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調査部はテレワークについての意識調査を、オンライン・アンケートで行った。調査人数は120人（全社員の87%）。内訳は、入社2年未満が13人、入社5年未満が87人、入社5年以上が20人。テレワーク以前と比較して、働き方や個人の生活がどう変化したのかを解答してもらった。ここに調査結果の概要を報告する。

⫸実働時間は5年未満の中堅
実働時間は、入社5年未満と5年以上の社員で顕著な差が出た。5年未満の多くが「減った」「変わらない」のに対し、5年以上では半数超が「増えた」としている。後者は部門のチーフが多く、そこに一因があると思われる。オンラインによる業務の取りまとめを担っている。

● テレワークによる実働時間の変化
	
	減った
	変わらない
	増えた

	入社2年未満
	6人
	6人
	1人

	入社5年未満
	50人
	25人
	12人

	入社5年以上
	4人
	5人
	11人



⫸最大のメリットは通勤時間の削減
メリットとして最も多かったのは、「通勤が不要になった」の82人。時間に余裕ができ、家族との会話も増えたことから、ストレスが減ったと感じる社員も多かった。「メリットは特にない」と答えたのは27人。そのほとんどが、テレワークのデメリット（後述）を強く感じていた。

● テレワークのメリット（複数回答）※「その他」の回答として、「家族が仕事に理解を示すようになった」「生活が規則正しくなった」「よく眠れる」などがあった。

	通勤が不要になった
	82人

	家族との会話が増えた
	57人

	時間自由に使える
	45人

	メリットは特にない
	27人

	その他
	38人



⫸デメリットはコミュニケーション不足
デメリットとして最も多かったのは、「社員同士のコミュニケーションがとりにくい」の65人。このうち、「イライラすることが多くなった」とも回答しているのは42人に上り、コミュニケーション不足がストレスを生む要因となっていることがうかがえる。
